
▼さかり中央通り商店街で行われた抽選会のようす

大船渡商工会議所

皆さんに愛され、おかげさまで大船渡地域商品券が一周年を迎えました。
お祝いに、お返しに、贈り物に地域商品券のご利用を！
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今
年
の
仕
事
始
め
と
な
っ
た
四
日
、
新

年
交
賀
会
が
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
各
界
の
代
表
な
ど
、
約
五
〇
〇

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
年
頭
あ
い
さ
つ
で

甘
竹
勝
郎
市
長
は
「
事
を
す
す
め
る
に
は

自
信
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。
今
年
も
大
船

渡
市
が
一
層
飛
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
田
村
誠
県
議
の
音

頭
で
乾
杯
後
、
出
席
者
は
年
頭
の
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
な
が
ら
歓
談
し
、
華
や
い
だ

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

初
売
り
手
締
め
式
は
四
日
朝
、
大
船
渡
魚

市
場
で
開
か
れ
、
出
席
し
た
仲
買
人
や
来
賓

ら
約
七
十
人
が
今
年
一
年
の
豊
漁
を
祈
願
し

ま
し
た
。
菅
野
佑
三
社
長
は
「
今
年
も
魚
市

場
の
役
職
員
一
同
が
、
生
産
者
と
買
受
人
と

の
仲
介
者
と
し
て
公
平
・
中
立
な
運
営
を
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
が
市
場
の
反
映
と

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。
千
葉
隆
美
専
務
の
音
頭
で
手
締
め

を
し
今
年
一
年
の
仕
事
始
め
に
気
持
ち
を
引

き
締
め
る
と
、
引
き
続
き
今
年
最
初
の
セ
リ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲出席者には縁起物の赤いタオルが
配られました　　　　　　　　

▲昨年を上回る約５ ０ ０人が出席

大
船
渡
市
新
年
交
賀
会
（
１
月
４
日
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
１
月
４
日
）

〜
豊
漁
を
祈
願
し
て
手
締
め
式
〜　

▲さかり中央通り商店街で行われた抽選会
悪天候にも関わらず大好評　　　　　

▲初売りには欠かせない福袋も

▲初売りに合わせて県交通初売りバス・三鉄初売り列車を運行
今年もたくさんの方にご利用いただきました　　　　　　

　

商
店
街
再
生
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
（
１
月
２
日
・
３
日
）

　

市
内
の
商
店
街
に
元
気
を
呼
び
戻
そ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
る
「
商
店
街
再
生
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
」。市
内
の
初
売
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
く
消
費
者
の
方
々
の
移
動
手
段
と
し
て
時
間

帯
無
料
の
バ
ス
、
三
鉄
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
三
日
以
降
も
多
彩
な
初
売
り

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
店
舗
が
多
く
、
時
間
帯
の
無
料
運
行
を
二
日
間
行
い
ま
し
た
。

▲大船渡商店街連合会で行われた抽選会

▲サンリアで行われた新春運だめし
二百本引きにも長い列が　　　
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平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
非
常
に

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
も
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
は
我
々
経
済
界
に
と
っ
て
、
先

の
見
通
せ
な
い
霧
の
中
の
幕
開
け
に
な
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か
先
が
見
え
な
い

経
済
情
勢
、
将
来
展
望
が
開
け
ず
、
依
然
不
透

明
感
が
漂
っ
て
お
り
、
先
行
き
は
い
ま
だ
に
楽

観
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
将
来
展
望
が
開
け
活
気

に
満
ち
た
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
経

済
の
成
長
戦
略
を
し
っ
か
り
立
て
て
進
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

成
長
戦
略
を
考
え
る
上
で
三
つ
の
大
き
な
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
少
子
高
齢
化
等
人
口
減
少
の
課
題
で

す
。

　

二
つ
目
は
為
替（
輸
出
入
の
際
の
レ
ー
ト
）の

課
題
で
す
。

　

三
つ
目
は
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

雇
用
拡
大
、
景
気
回
復
の
対
策
を
早
急
に
す

べ
き
と
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
言
う
こ
と
は
簡

単
で
あ
り
ま
す
。
景
気
、
雇
用
対
策
を
実
際
ど

の
よ
う
に
や
る
か
具
体
的
な
政
策
が
見
え
な
い

今
、
成
長
戦
略
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
が
我
々
経
済
界
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
内
、
一
つ
目
の
課
題
と
し
て
挙
げ
た
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
八
七
二
年（
明
治
五
年
）に
戸
籍
法
が
制
定

さ
れ
た
時
の
日
本
の
人
口
は
約
三
�
五
〇
〇
万

人
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
七
十
年
後
の

終
戦
の
年
の
一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）は
約

七
�
七
〇
〇
万
人
と
、約
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
約
六
十
五
年
後
の
昨
年
二
〇
〇
九
年
の

人
口
は
約
一
億
二
�
七
〇
〇
万
人
と
、
昭
和
二

十
年
の
終
戦
か
ら
見
る
と
倍
近
く
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
人
口
増
が
日
本
の
戦
後
の
個
人
消

費
を
伸
ば
し
経
済
を
け
ん
引
し
、
そ
し
て
世
界

第
二
位
と
言
わ
れ
る
経
済
大
国
に
発
展
し
て
来

た
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
か
ら
四
十
年
後
の
二
〇
五
〇
年

に
な
る
と
、
日
本
の
人
口
は
約
九
�
〇
〇
〇
万

人
を
割
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
政
府
は
こ
の
十
年
間
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
的
政

策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
確
実
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

問
題
を
真
剣
に
取
り
上
げ
、
経
済
政
策
、
戦
略

を
考
え
る
上
で
充
分
な
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
輸
出
産
業
を
中
心
に
日
本

経
済
は
伸
び
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
為
替
が
一
ド
ル
一
一
〇
円
の

時
代
は
輸
出
産
業
は
順
調
に
推
移
を
い
た
し
ま

す
が
、
九
〇
円
前
後
の
為
替
に
な
り
ま
す
と
日

本
の
輸
出
産
業
は
世
界
と
戦
え
な
く
な
り
ま
す
。

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
世
界
の
ト
ヨ
タ
と
言
わ

れ
る
企
業
で
さ
え
も
、
現
在
の
為
替
レ
ー
ト
だ

と
昨
年
、
今
年
と
赤
字
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
地
域
の
活
性
化
と
、
日
本
経
済

の
振
興
の
た
め
に
は
海
外
へ
の
輸
出
入
を
今
よ

り
も
盛
ん
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
共
は
こ
れ
ま
で
苦
労
を
承
知
で
大
船
渡

市
を
国
際
港
湾
都
市
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
日
本
の
食
糧
を
将
来
外
国
へ
輸
出
し
た
い
、

し
か
も
大
船
渡
港
か
ら
輸
出
し
た
い
と
い
う
考

え
が
あ
り
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
例
え
ば
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の

国
内
で
の
必
要
な
量
は
、
現
在
九
〇
〇
万
ト
ン

前
後
で
あ
り
ま
す
。
休
耕
農
地
を
活
用
す
れ
ば

一
�
四
〇
〇
万
ト
ン
ま
で
日
本
で
米
の
生
産
が

で
き
ま
す
。
今
ま
で
の
政
府
は
減
反
政
策
を
進

め
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
作
ら
せ
る
も

の
は
作
ら
せ
て
、
余
剰
の
米
は
小
麦
の
代
わ
り

に
、
世
界
に
輸
出
で
き
な
い
か
を
考
え
る
時
代

に
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
政
府
の
予
算
を
見
ま
す
と
約
九
十
二

兆
円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

内
全
国
の
地
域
に
補
助
し
よ
う
と
す
る
予
算
が

二
兆
円
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
兆
円
は
地
方
の
活

性
化
、
再
生
に
利
用
す
べ
き
予
算
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
や
が
て
大
船
渡
港
か
ら
米
、
魚
、
果

物
、
畜
産
物
を
輸
出
す
る
時
代
を
創
造
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）

を
通
じ
て
毎
年
一
兆
円
近
く
を
支
出
し
世
界
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
借
金
国
の
日

本
が
、
お
金
で
外
国
を
援
助
す
る
時
代
は
終

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
日
本
は
、
人

口
が
減
少
し
ま
す
が
、
世
界
は
人
口
が
大
幅
に

増
加
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
食
糧
戦
略
を
し
っ
か
り

と
立
て
て
、
一
次
産
業
、
二
次
産
業
を
戦
後
の

よ
う
に
も
う
一
度
復
活
さ
せ
て
、
や
が
て
大
船

渡
港
か
ら
世
界
の
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
食
糧

を
支
援
す
る
、
こ
れ
が
世
界
に
貢
献
す
る
日
本

の
国
づ
く
り
の
姿
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
、日
本
全
体
の
経
済
を
盛
り
上
げ
る
に
は
、

地
方
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
船
渡
商
工
会
議
所
が
発
行
し
て
お
り
ま
す
、

大
船
渡
地
域
商
品
券
は
一
年
が
経
過
し
、
お
か

げ
様
で
約
四
十
六
万
枚
、
金
額
に
す
る
と
約
二

億
三
�
〇
〇
〇
万
円
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。昨
年
十
一
月
は
前
年
対
比
一
一
一
％
、十

二
月
も
一
一
五
％
と
利
用
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
一
人
一
万
円
ず
つ
の
商
品

券
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
地
元
産
の
商
品
の
購

入
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
循
環
型
経
済
社

会
の
構
築
が
な
さ
れ
次
第
に
大
船
渡
市
が
活
性

化
す
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
国
、
県
の
主
導
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
が
主
導
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
是
非
地
域
の
皆
さ
ん
の
英
知
と

勇
気
を
結
集
さ
せ
大
船
渡
市
の
発
展
の
た
め
に

共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
厳
し
い
時
代
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
経
済
で

あ
り
ま
す
が
、
大
船
渡
商
工
会
議
所
、
そ
の
他

経
済
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
是
非
市
民
の
皆

さ
ん
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
経
済
環
境
の
醸
成

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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と　

き　

平
成　

年
２
月
３
日（
水
）午
後
1
時　

分
〜
３
時

２２

３０

　

と
こ
ろ　

大
船
渡
商
工
会
議
所

　

受
講
料　

無　

料

　

主　

催　
　

気
仙
地
区
法
人
会

（社）

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
　
　
　
　
　

気
仙
地
区
法
人
会
事
務
局（
大
船
渡
商
工
会
議
所
内
）

（社）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
○
２
１
４
１

　

一
九
六
四
年
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
八
八
年
慶
応
義
塾
大
学
卒

業
後
、
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
勤
務
を
経
て
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
転
身
。
現
場
体
験
と
綿
密
な
取
材
活
動
を
も
と
に
、
金
融
・

経
済
全
般
か
ら
戦
略
的
な
企
業
経
営
、個
人
の
資
産
形
成
ま
で
、幅

広
い
範
囲
を
分
析
＆
研
究
。「
日
経
マ
ネ
ー
」、「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」、

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」、「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
な
ど
の
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス

誌
と
い
っ
た
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
連
載
執
筆
、コ
メ
ン
ト
掲
載
多
数
。

　

ま
た
、テ
レ
ビ
朝
日「
や
じ
う
ま
プ
ラ
ス
」な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
を
経
て
、現
在
は
日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ「
ラ
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
」、
フ

ジ
テ
レ
ビ
「
ホ
ン
マ
で
っ
か
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

田 嶋 智太郎氏

講師
経済ジャーナリスト

　

と　

き　

平
成　

年
２
月　

日（
火
）

２２

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

２０

１０

　

と
こ
ろ　

大
船
渡
商
工
会
議
所　

１
階
大
会
議
室

　

受
講
料　

無　

料

　

主　

催　

大
船
渡
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

三
陸
・
け
せ
ん
観
光
協
議
会

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
　
　
　
　

大
船
渡
市
観
光
物
産
協
会　
　

�
○
１
９
２
２

　

金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
未
曾
有
の
経
営
危
機
の
中
、
中
小
企
業

は
今
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
、
皆
様
方
の
取
引
先
な
ど

で
も
倒
産
の
憂
き
目
に
あ
う
企
業
が
出
て
こ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
信
用
調
査
の
プ
ロ
か
ら
見
た
重
要
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
倒
産
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

危
機
意
識
を
再
認
識
し
今
後
の
企
業
経
営
の
一
助
と
な
る
よ
う
開
催

い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

秋
田
県
出
身
、
國
學
院
大
学
卒
業
。
㈱
岩
手
放
送
に
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
入
社
し
た
後
、
結
婚
退
職
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
。
局
ア
ナ
時
代
に
Ｔ
Ｖ
・
Ｃ
Ｍ
部
門
で
ア
ノ
ン
シ

ス
ト
賞
を
受
賞
。
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ「
の

り
こ
の
週
刊
お
ば
さ
ん
白
書
」
で
平
成
十
七
年
日
本
民
間
放
送
連

盟
賞
ラ
ジ
オ
生
ワ
イ
ド
部
門
で
最
高
賞
の
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
。

　
「
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
学
校
・
医
療
・

企
業
な
ど
の
講
演
や
研
修
の
講
師
と
し
て
も
活
躍
中
。二
女
の
母
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

後 藤 のりこ氏

講師
フリーアナウンサー

　

と　

き　

平
成　

年
２
月　

日（
木
）

２２

１８

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

　

と
こ
ろ　

大
船
渡
商
工
会
議
所　

３
階
会
議
室

　

講　

師　

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　

情
報
本
部
上
席
部
長　

友
田
信
男
氏

　

受
講
料　

無　

料

　

内　

容　

・
倒
産
事
例
に
学
ぶ
教
訓
、
回
避
策

　
　
　
　
　

・
危
機
管
理
体
制
、
与
信
管
理

　
　
　
　
　

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　

・
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

　
　
　
　
　
　
　
（
条
件
変
更
対
応
保
証
制
度
等
）

　

主　

催　

大
船
渡
商
工
会
議
所
、
大
船
渡
中
小
企
業
相
談
所
、

　
　
　
　
　

大
船
渡
市
中
小
企
業
特
別
対
策
室
分
室

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
　
　
　
　

大
船
渡
商
工
会
議
所　
　
　
　
　
�
○
２
１
４
１

最
終
学
歴　

西
南
学
院
大
学
卒
業

１
９
８
０
年　

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ　

入
社

　
　
　
　
　
　

福
岡
支
社
情
報
部
長
、北
九
州
支
店
長
を
経
て

２
０
０
３
年　

本
社
情
報
本
部
部
長

２
０
０
６
年　

本
社
情
報
本
部
上
席
部
長

２
０
０
７
年　

企
業
共
済
協
会
「
企
業
倒
産
調
査
年
報
」
検
討
会
委
員

２
０
０
８
年　

参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
参
考
人
招
致

２
０
０
９
年　

自
民
党
政
務
調
査
会
、
国
民
新
党
勉
強
会
等
に
招
致

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２６

２６

２１

４

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　パート労働者の雇用管理の改善等について定めている法律「パート労働法」をご存知ですか？パート労働者
を雇っている事業主は、以下のことを行わなければなりません。

○雇い入れの際、労働基準法で定められた労働条件（賃金等）のほかに、「昇給の有無」、「退職手当の有無」、
　「賞与の有無」を明記した書面等をパート労働者に交付すること。
○パート労働者の働き方に応じて、正社員とのバランスのとれた賃金等の待遇を確保すること。
○正社員への転換を推進する制度を導入すること。
○パート労働者から求められたとき、待遇の決定に当たって考慮した
　事項を説明すること。

　岩手労働局雇用均等室では、パート労働法についての相談に応じて
おります。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　岩手労働局雇用均等室　�０ １ ９ － ６ ０ ４ － ３ ０ １ ０

岩手労働局雇用均等室よりお知らせ 

▲小石浜飛龍権現、権現様と子どもたちの「ささら」の舞い

▲各種物産コーナーも好評 ▲小正月に欠かせない「みずきだんご」の販売

▲地元の子どもたちによる綾里港子供唄い込み



７

モバイルサイト QRコード▲

　高校、短大、大学、専修学校などへの入学資金、または在学資金を融資する制度として、
日本政策金融公庫国民生活事業の「国の教育ローン」があります。
　受験シーズンが到来しますので、お早めにお申込下さい。制度の概要は次のとおりです。

◆ご 融 資 額　学生・生徒１人あたり３ ０ ０万円以内
◆利　　　率　年2 . 6 5 ％（固定金利：平成2 2年 1月1 5日現在）
◆ご返済期間　１ ５年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方については、１ ８年以内）
◆ご返済方法　毎月元利金等払い（ボーナス時増額返済も可能）
◆据 置 期 間　在学期間内で元金の据置が可能
◆お 使 い 道　・学校納付金（入学金、授業料、施設整備費など）
　　　　　　　・受験にかかった費用（受験料、交通費、宿泊費など）
　　　　　　　・アパート等の敷金、家賃など
　　　　　　　・教科書代、教材費、パソコン購入費、通学費用、国民
　　　　　　　　年金保険料など
◆保　　　証　（財）教育資金融資保証基金の保証、または連帯保証人
　　　　　　　一名以上

国の教育ローン 国の教育ローン 
融資額 200万円→300万円に増額 返済期間 10年→15年に延長

お問合せ先
　　日本政策金融公庫一関支店　TEL　０ １ ９ １－２ ３－４ １ ５ ７
　　大船渡商工会議所　本所　TEL　０ １ ９ ２－２ ６－２ １ ４ １
　　教育ローンコールセンター　TEL　０ ５ ７ ０－０ ０ ８ ６ ５ ６

６

●
社
会
保
険
事
務
所
の
名
称
が

　
「
年
金
事
務
所
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た

に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り

ま
す
が
、
業
務
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
現
在
の
社
会
保
険
事
務

所
等
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す

の
で
、
住
所
、
電
話
番
号
等
の
変
更
も

あ
り
ま
せ
ん
。（
例
＝
一
関
社
会
保
険

事
務
所
�
一
関
年
金
事
務
所
）

●
皆
様
に
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
こ

　

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務

所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の

関
係
書
類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は

厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の

名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
何
ら
か
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
公
的
年
金
制
度
は
、
国
が
責
任
を

　

持
っ
て
運
営
す
る
制
度
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い

で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公
的
年

金
制
度
は
、
国
の
制
度
と
し
て
そ
の
財

政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持

つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

一
関
年
金
事
務
所

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
1
9
１
�
1
2
2
9

持参していただくもの
　①年金・給与の源泉徴収票　②認印　③各種控除の証明書・領収書（医療
　費領収書・国民健康保険の支払額がわかる書類・国民年金控除証明書・生
　命保険料控除証明書・地震保険料控除証明書等）

　①収入が年金収入及び給与収入だけの確定申告をされる方
　②給与所得の医療費控除等による還付申告をなさる方
　　（給与収入・年金収入以外に収入のある方は、相談対象外となります）

相談対象者
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　e -Taxの利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です）、ICカードリーダライタの購入などの事前準備
が必要です（既に電子証明書をお持ちの方は、電子証明書お有効期限が切れていないか確認を）。
　e -Taxの詳しい情報は、e -Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）でご確認ください。

※「e-Tax」をご利用いただく前に

○国税庁ホームページから電子申告
　　自宅から国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」を利用して、e -Tax
　に送信することができます。
○最高5,000円の税額控除
　　平成21年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内にe -Taxで行うと、
　所得税額から最高 5 , 0 0 0円の控除を受けることができます。（平成19年分又は２０年分の確定申告で本控除を
　適用された方は、控除できません）
○添付書類を提出省略
　　所得税の確定申告を e -Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（病院などの名
　称・支払金額等）を入力して送信することにより、これらの書類の提出又は提示を省略することができます。
　（確定申告期限から 3年間、書類の提出又は提示を求められることがあります）

○還付金がスピーディー
　　e -Taxで申告された還付申告は早期処理しています。（ 3週間程度に短縮）
○24時間いつでも利用可能
　　所得税の確定申告期間中は、24時間 e -Taxの利用が可能です。

社
会
保
険
庁
は　
　
　

「
日
本
年
金
機
構
」へ

　
　　　　
変
わ
り
ま
し
た
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発行責任者／大船渡市中小企業特別対策室大船渡分室長（大船渡商工会議所専務理事）上　野　直　和
大船渡商工会議所ホームページアドレス　http://www.ofunatocci.or.jp
Eメール　ofunato@chive.ocn.ne.jp

●
本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

商
工
し
お
さ
い

２０１０
年
１
月
　
№
３２４

�受験をご希望の方は、商工会議所（本所）窓口に受験料を添えてお申し込みください。
�なお「各種検定試験実施要綱」「検定試験申込書」は三陸支所窓口でも配布しておりま
　すので、お気軽におたずねください。
�商工会議所検定ホームページ　http : //www. kentei. ne. jpにてＨ２１年度の試験日、
　出題範囲等の詳細も確認できますので、ご活用ください。

※日程に変更がある場合がありますので、お越しの際は事前
　に大船渡商工会議所（TEL２６－２１４１）までご確認ください。

日　　　　　時内　　容

 ９：００～１４：００
２月１７日（水）社会保険相談日

（要予約） ３月１７日（水）

 ９：００～１１：００
２月３日（水）

法 律 相 談 日
３月３日（水）

１３：００～１５：００
２月４日（木）個 別 金 融 相 談

日本政策金融公庫
中 小 企 業 事 業 ３月４日（木）（　　　　　　　）

平成２２年２月１７日（水）試 験 日

１月２５日（月）まで受付期間

１級７,５００円　３級４,０００円受 験 料

●販売士１級（第３７回）　３級（第６５回）

平成２２年２月２８日（日）試 験 日

１月２９日（金）まで受付期間

２級４,５００円　３級２,５００円　４級１,６００円受 験 料

●簿記２～４級（第１２４回）


